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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月27日(2017.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼を検査するための眼科装置であって、
　前記被検眼の前眼部を観察するための観察光学系と、前記被検眼の検査情報を取得する
ための検査光学系と、を有する検眼部と、
　前記検眼部を前記被検眼に対して３次元的に駆動させる駆動手段と、
　前記駆動手段の駆動を制御する駆動制御手段と、
　前記観察光学系によって撮影された前記被検眼の前眼部画像を表示手段に出力する画像
出力手段と、
　前記画像出力手段によって出力された前記前眼部画像が表示される前記表示手段におい
て、前記表示手段の画面上に設定された操作領域上の任意の位置を指定するタッチパネル
によって指定された少なくとも２つの指定位置が相対的に移動されたときの相対距離の変
化、および回転量の少なくともいずれかを検出するための第２検出手段と、を備え、
　前記駆動制御手段は、
　前記第２検出手段によって少なくとも２つの前記指定位置の相対的な移動を検出した場
合、前記第２検出手段によって検出された少なくとも２つの前記指定位置の相対距離の変
化、および回転量の少なくともいずれかに基づいて前記検眼部を前記光軸の方向に駆動さ
せる第２駆動制御を行うことを特徴とする眼科装置。
【請求項２】
　前記画像出力手段によって出力された前記前眼部画像が表示される前記表示手段におい
て、前記表示手段の画面上に設定された操作領域上の任意の位置を指定するタッチパネル
によって指定された指定位置が移動されたときの移動方向および移動量を検出するための
第１検出手段をさらに備え、
　前記駆動制御手段は、
　前記第１検出手段によって前記指定位置の移動を検出した場合、前記第１検出手段によ
って検出された前記指定位置の移動方向および移動量に基づいて前記検眼部を、前記検眼
部の光軸に垂直な方向に駆動させる第１駆動制御と、前記第２駆動制御を行うことを特徴
とする請求項１の眼科装置。
【請求項３】
　前記駆動制御手段は、
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　前記第２検出手段によって検出された、前記タッチパネルへのピンチ操作に基づく前記
少なくとも２つの指定位置の相対距離の変化に基づいて、
　前記駆動部の駆動を制御し、前記検査光学系の少なくとも一部を前記検査光学系の光軸
方向に移動させる第２駆動制御を行うことを特徴とする請求項１または２の眼科装置。
【請求項４】
　前記検査光学系は、前記被検眼を走査手段によって走査された測定光と、参照光との干
渉による干渉信号を検出することによって断層画像を得るためのＯＣＴ光学系であって、
　前記駆動部は、前記ＯＣＴ光学系の有する第１フォーカス用光学部材を光軸方向に移動
させることを特徴とする請求項１～３のいずれかの眼科装置。
【請求項５】
　被検眼の前眼部を観察するための観察光学系と、前記被検眼の検査情報を取得するため
の検査光学系と、を有する検眼部と、前記検眼部を前記被検眼に対して３次元的に駆動さ
せる駆動手段と、を備える眼科装置、に用いられる眼科装置制御プログラムであって、
　前記眼科装置のプロセッサによって実行されることで、
　前記観察光学系によって撮影された前記被検眼の前眼部画像を表示手段に出力する画像
出力ステップと、
　前記画像出力ステップにおいて出力された前記前眼部画像が表示される前記表示手段に
おいて、前記表示制御手段の画面上に設定された操作領域上の任意の位置を指定するタッ
チパネルによって指定された少なくとも２つの指定位置が相対的に移動されたときの相対
距離の変化、および回転量の少なくともいずれかを検出するための検出ステップと、
　前記検出ステップにおいて少なくとも２つの前記指定位置の相対的な移動を検出した場
合、前記検出ステップにおいて検出された少なくとも２つの前記指定位置の相対距離の変
化、および回転量に基づいて前記検眼部を前記光軸の方向に駆動させる駆動ステップを、
前記眼科装置に実行させることを特徴とする眼科装置制御プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（１）　被検眼を検査するための眼科装置であって、前記被検眼の前眼部を観察するた
めの観察光学系と、前記被検眼の検査情報を取得するための検査光学系と、を有する検眼
部と、前記検眼部を前記被検眼に対して３次元的に駆動させる駆動手段と、前記駆動手段
の駆動を制御する駆動制御手段と、前記観察光学系によって撮影された前記被検眼の前眼
部画像を表示手段に出力する画像出力手段と、前記画像出力手段によって出力された前記
前眼部画像が表示される前記表示手段において、前記表示手段の画面上に設定された操作
領域上の任意の位置を指定するタッチパネルによって指定された少なくとも２つの指定位
置が相対的に移動されたときの相対距離の変化、および回転量の少なくともいずれかを検
出するための第２検出手段と、を備え、前記駆動制御手段は、前記第２検出手段によって
少なくとも２つの前記指定位置の相対的な移動を検出した場合、前記第２検出手段によっ
て検出された少なくとも２つの前記指定位置の相対距離の変化、および回転量の少なくと
もいずれかに基づいて前記検眼部を前記光軸の方向に駆動させる第２駆動制御を行うこと
を特徴とする。
（２）　被検眼の前眼部を観察するための観察光学系と、前記被検眼の検査情報を取得す
るための検査光学系と、を有する検眼部と、前記検眼部を前記被検眼に対して３次元的に
駆動させる駆動手段と、を備える眼科装置、に用いられる眼科装置制御プログラムであっ
て、前記眼科装置のプロセッサによって実行されることで、前記観察光学系によって撮影
された前記被検眼の前眼部画像を表示手段に出力する画像出力ステップと、前記画像出力
ステップにおいて出力された前記前眼部画像が表示される前記表示手段において、前記表
示制御手段の画面上に設定された操作領域上の任意の位置を指定するタッチパネルによっ
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て指定された少なくとも２つの指定位置が相対的に移動されたときの相対距離の変化、お
よび回転量の少なくともいずれかを検出するための検出ステップと、前記検出ステップに
おいて少なくとも２つの前記指定位置の相対的な移動を検出した場合、前記検出ステップ
において検出された少なくとも２つの前記指定位置の相対距離の変化、および回転量に基
づいて前記検眼部を前記光軸の方向に駆動させる駆動ステップを、前記眼科装置に実行さ
せることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　より詳細には、参照光学系１１０は、例えば、コリメータレンズ１２９、参照ミラー１
３１、参照ミラー駆動部１５０を主に備える。参照ミラー１３１は、参照光路中に配置さ
れ、参照光の光路長を変化させるべく、光軸方向に移動可能な構成になっている。光を参
照ミラー１３１によって反射することにより再度カップラー１０４に戻し、検出器１２０
に導く。他の例としては、参照光学系１１０は、透過光学系（例えば、光ファイバー）に
よって形成され、カップラー１０４からの光を戻さず透過させることにより検出器１２０
へと導く。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　制御部７０は、ステップＳ２－２において、指示点の移動が無いと判定すると、第２操
作ステップを終了する。指示点の移動が有ると判定すると、制御部７０は、例えば、２つ
の指示点の中点を基準にＸＹ駆動のための処理を行う。例えば、図７に示すように、時間
ｔ０から時間ｔ１の場合において、指示点Ｑ１が指示点Ｑ２に移動し、指示点Ｒ１が指示
点Ｒ２に移動したとする。このような場合、制御部７０は、指示点Ｑ１と指示点Ｒ１の中
点Ｋ１、指示点Ｑ２と指示点Ｒ２の中点Ｋ２を各指示点の座標からそれぞれ算出する。そ
して、制御部７０は、中点Ｋ１に対する中点Ｋ２の座標の変化から、中点がドラッグされ
た移動方向及び移動量を算出する（ステップ２－３）。なお、中点の移動方向および移動
量は、ステップＳ１－３において説明した方法と同様に求めてもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　例えば、２本の指（人差し指Ｓ１と親指Ｓ２）を用いてタッチパネル７５ｂを操作し、
前眼部に対するアライメントを調整する。検者は、例えば、前眼部画像８４上の任意の場
所に人差し指Ｓ１と親指Ｓ２で触れ、２本の指Ｓ１，Ｓ２の間隔を広げてピンチアウトし
つつ、両指を右下にドラッグする。このとき、ドラッグ前の人差し指Ｓ１と親指Ｓ２の指
示点をそれぞれ指示点Ｑ１、指示点Ｒ１、ドラッグ後の指示点をそれぞれ指示点Ｑ２、指
示点Ｒ２とする。制御部７０は、前述のように、指示点Ｑ１と指示点Ｒ１の中点Ｋ１と、
指示点Ｑ２と指示点Ｒ２の中点Ｋ２の座標を求め、中点Ｋ１から中点Ｋ２への移動量と移
動方向を算出する。さらに、制御部７０は、前述のように差分Ｄｗを算出する。そして、
制御部７０は算出した移動量と移動方向と差分Ｄｗに基づいて、ＸＹＺ駆動部６を制御し
、撮影部３を被検眼に向けて左上前方に３次元的に移動させる。撮影部３が左上前方に移
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動されたことによって、表示部７５に表示される前眼部画像８４は、図１０（ｂ）に示す
ように、瞳孔中心等が鮮明に表示されるようになる。なお、撮影部３が被検眼に対して作
動距離よりも近くにあった場合、検者は、ピンチイン操作によって撮影部３を被検眼に対
して検者の手前側に移動させてもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　制御部７０は、撮影を開始するための信号を取得すると、走査部１０８の駆動を制御し
、眼底上で測定光を走査する。ＨＣ９０は、検出器１２０からの検出信号に基づいて断層
画像８３の静止画を生成する。ＨＣ９０は、断層画像８３をメモリ７２に記憶させる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　なお、撮影光軸Ｌ１のＸＹ方向のアライメントの微調整は、ドラッグ操作でなくともよ
く、例えば、タッチ操作に基づいて行われてもよい。例えば、制御部７０は、検者によっ
て指定された前眼部画像上の指示点の位置に撮影光軸を位置させるようにＸＹＺ駆動部６
をＸＹ方向に駆動させてもよい。
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